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１．はじめに

　灸の作用メカニズムは明らかではない。長い歴史を持つ灸治療の効果は明

らかであろうが、そのエビデンスを示すには、ランダム化比較試験（ＲＣＴ）

が不可欠である。ＲＣＴにおいては心理的影響を除かなければならない。その

点、動物実験では全身麻酔下において実験を行なうことができるため、心理

的効果は排除できる。しかし、動物実験による基礎的研究は少なく、明確な

科学的根拠が示されていないのが現状である。施灸による生体機能変化のメ

カニズムが明らかになれば、鍼灸専門学校の教育にとって、伝統的施術の意

義が説明できるようになり、メリットは大きいと考えられる。

　知覚神経から遊離される神経ペプチドは神経因性炎症を惹起させ、炎症反

応とこれに伴う侵害受容求心性神経の活性化を増幅・持続させる。関連する

主要な神経ペプチドはタキキニン類のサブスタンスＰ、ニューロキニンＡ（Ｎ

Ｋ－Ａ）やカルシトニン遺伝子関連ペプチド（ＣＧＲＰ）である。灸刺激の作用

に侵害受容求心性神経の活性化が含まれているとしたら、これら神経ペプチ

ドがケミカルメディエーターとして介在している可能性が考えられる。

　我々は灸刺激の作用に、リンパ流の増加が含まれていることを既に報告し

た１）。この背景には、灸による熱刺激が皮膚の毛細血管の透過性を亢進させ、

血中アルブミンなどの高分子物質の間質への流出の増加に伴い、間質液の膠

質浸透圧上昇が起こり、リンパ管への水分の流入が増加したという一連の反
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応が考えられた。血管透過性亢進は、神経因性炎症の第一の特徴である２）こ

とを考え合わせると、灸による熱刺激に神経ペプチドが関与していることが

想定される。そこで、本研究は神経ペプチドのひとつであるサブスタンスＰ

が灸の作用に関与するのか否かを明らかにすることを目的とする。サブスタ

ンスＰはニューロキニン１（ＮＫ－１）受容体に選択的に結合することが知られ

ている３）ので、ＮＫ－１受容体を阻害すれば、関与するか否かが明らかになる。

　我々は、施灸におけるサブスタンスＰの関与を検討するため、サブスタン

スＰの受容体阻害薬であるＬ－７３３,０６０,　（（２Ｓ,３Ｓ）－３－　［｛３,５－　ｂｉｓ　（ｔｒｉｆｌｕｏｒｏｍｅ

ｔｈｙｌ）　ｐｈｅｎｙｌ｝　ｍｅｔｈｏｘｙ］－　２－　ｐｈｅｎｙｌｐｉｐｅｒｉｄｉｎｅ　ｈｙｄｒｏｃｈｌｏｒｉｄｅ）を用いて実

験を行なった。Ｌ－７３３,０６０は非ペプチド性の特異的ＮＫ－１受容体阻害薬であ

り４）、マウスにおける皮膚血管透過性の実験５）や、サイトカインによる炎症

の実験６）などに既に用いられている。

　実験動物として、急性炎症反応やアレルギー反応がヒトと類似しているモ

ルモット７,８）を用いた。施灸部位は、腸管運動を促進するとされる胃経のツボ

である足三里９,１０）を用いた。

２．実験方法

　サブスタンスＰの灸作用への関与は、当校で開発したモルモット腸間膜リ

ンパ流量測定法１１）を用いて行なった。灸刺激は足三里へ行なった。実験動物

は、ハートレー系雄性モルモット（三協ラボサービス、体重４００�前後）を用

いた。動物実験は新宿鍼灸柔整専門学校の動物実験倫理委員会の承認を得て

行った。

　モルモットにペントバルビタールナトリウム（Ｓｃｈｅｒｉｎｇ　Ｐｌｏｕｇｈ　,　Ｋｅｎｉｌｗ

ｏｒｔｈ,　ＮＪ,　ＵＳＡ）３０�／�を腹腔内投与し、全身麻酔を行なった。麻酔した

モルモットを背位に固定し、腹壁を切開し、開腹器にて開口・保持した。腸
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間膜動脈に平行して走る腸間膜リンパ管を分離 ･切開し、内径０.３�のポリエ

チレンチューブを挿入してナイロン糸（１０－０）で結紮した。リンパ管に挿

入したチューブは腹腔外に導出させ、流出して来るリンパ液を１.５�マイクロ

チューブに採取した。左頸静脈に挿入したカテーテルから、持続注入器によ

る乳酸リンゲル液（ラクテック注、大塚製薬）の輸液（１.５�／ｈ）を行った。

右頸静脈に挿入したカテーテルからは、ヘパリン加生理食塩液（ヘパリンナ

トリウム、和光純薬）２５Ｕ／�を介して実験中のモルモット血圧をモニターし

た。リンパ液流出速度が安定した後、両側の足三里（ＳＴ３６）相当に１壮ずつ

せんねん灸（強力温熱レギュラー）を施灸した。施灸における神経ペプチド

の関与を検討するために、サブスタンスＰの受容体阻害薬であるＬ－７３３,０６０　ｈ

ｙｄｒｏｃｈｌｏｒｉｄｅ　（Ｔｏｃｒｉｓ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ,　ＵＳＡ）を滅菌生理食塩液（大塚生食注、

大塚製薬）に溶解し、施灸２０分前に１�／�を静脈内投与した。Ｌ－７３３,０６０の

モルモットへの静脈内投与量はＢａｎｇらの報告６）を参考にして決定した。静脈

内投与は左頸静脈に挿入したカテーテルから行なった。対照群には滅菌生理

食塩液０.５�を静脈内投与した。施灸前後２０分間のリンパ液量を比較検討し

た。実験終了時に大過剰の麻酔薬ペントバルビタールナトリウムを投与して

モルモットを安楽死させた。

３．結果

　麻酔下（平均血圧約６０～６５�Ｈｇ）および輸液下（乳酸リンゲル ,１.５�／ｈ）

のモルモットから、ほぼ一定の流速（約２９０μ�　／２０分）でリンパ液が流出

した。流出開始後約２時間にＬ－７３３,０６０または生理食塩液を静脈内投与し、さ

らに２０分後に施灸を行なった。図１にモルモット足三里（ＳＴ３６）相当への灸

刺激前後における、リンパ流量の変化を示した。結果はモルモット各群４例

の平均と標準誤差を示す。差の統計的検定には、Ｓｔｕｄｅｎｔ’ｓ　ｔ－ｔｅｓｔを用い、ｐ
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＜０.０５を有意差ありとした。生理食塩液を前処置した対照群（白いカラム）

では、施灸後に有意なリンパ流量増加が認められた（＊：　ｐ＜０.０５）。Ｌ－

７３３,０６０を前処置した群（黒いカラム）では、施灸後においてもリンパ流量の

変化は認められなかった。施灸後の対照群とＬ－７３３,０６０処置群を比較すると、

有意な差が認められた（＊＊：　ｐ＜０.０１）。

４．考察

　本研究の結果から、モルモットの足三里（ＳＴ３６）に施灸すると、直ちに腸

間膜集合リンパ管を流れるリンパ流量が増加することが明らかになった。さ

らに、この灸によるリンパ流の増加はＮＫ１受容体阻害薬の前処置によって有

意に抑制された。

　灸による熱刺激が皮膚の毛細血管の透過性を亢進させることは既に報告さ
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れている。Ｋａｗａｋｉｔａら１２）はラットを用いた実験で、灸刺激部位におけるエバ

ンスブルー漏出を測定し、灸刺激が局所炎症を引き起こして血管透過性を亢

進したと報告した。Ｏｋａｚａｋｉら１３）は、マウスの実験で、灸による血管透過性

はヒスタミン放出による作用であると報告した。我々の実験では、灸刺激部

位の発赤・腫脹は観察されなかったが、リンパ流量の増加は血管透過性亢進

によるものかもしれない。血管透過性の亢進は、血中高分子物質の間質液中

への流出を増し、その結果リンパ液の量が上昇したと考えられる。下肢のリ

ンパは鼠頚部や腹部の多数のリンパ節を経由して胸管に向かうため、胸管直

前の腹腔内に位置する腸間膜集合リンパ管を流れるリンパが増加した可能性

が考えられる。本研究で、灸によるリンパ流増加がＮＫ１受容体阻害薬により

抑制されたことから、足三里の部位における血管透過性の亢進が神経ペプチ

ドのサブスタンスＰの遊離によるものであることが示唆された。灸による侵

害刺激が、表皮におけるサブスタンスＰ含有一次知覚神経細胞を刺激し１４）、神

経終末から遊離したサブスタンスＰが血管に作用して血管の透過性が上昇し

たと考えられる。また、サブスタンスＰが血管周囲のマスト細胞に作用して

ヒスタミンが遊離し血管透過性が高まった可能性もある。あるいは、サブス

タンスＰのリンパ管への直接作用も考えられる。リンパ管を構成する平滑筋

は様々な神経支配を受けており１５）、神経終末から遊離したサブスタンスＰがリ

ンパ管の律動性収縮の促進１６）を起こさせてリンパ流が増加した可能性も考え

られる。しかし、表皮下の起始部リンパ管に占める平滑筋量は少ない１７）ため、

リンパ管平滑筋の律動性収縮への影響は少ないと考えられる。

　本研究から、灸の作用メカニズムに生体内神経ペプチドの一つであるサブ

スタンスＰが関与していることが明らかになった。サブスタンスＰがどのよう

に作用してリンパ流量を増加させているのかは今回の実験結果からは不明で

あるが、今後検討していきたい。基礎的研究を土台にして科学的根拠に基づ

く治療法を目指しつつ、鍼灸専門学校における教育にも役立てていきたい。
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Ｓｈｉｎｋｙｕ　Ｉｇａｋｕ１９９０；　７：７３－７７.　　

１３）　Ｏｋａｚａｋｉ　Ｍ,　Ａｉｚａｗａ　Ｓ,　Ｙａｍａｕｃｈｉ　Ｍ,　Ｏｇｕｃｈｉ　Ｋ.　Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｓｉｎｇｌｅ　

ｍｏｘｉｂｕｓｔｉｏｎ　ｏｎ　ｃｕｔａｎｅｏｕｓ　ｂｌｏｏｄ　ｖｅｓｓｅｌ　ａｎｄ　ｍｉｃｒｏｖａｓｃｕｌａｒ　ｐｅｒｍｅａｂｉｌｉｔｙ

　ｉｎ　ｍｉｃｅ.　Ａｍ　Ｊ　Ｃｌｉｎ　Ｍｅｄ　１９９０；　１８：　１２１－３０.

１４）　Ｋａｓｈｉｂａ　Ｈ,　Ｎｉｓｈｉｇｏｒｉ　Ａ,　Ｕｅｄａ　Ｙ.　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｏｆ　ｇａｌａｎｉｎ　ｉｎ　ｒａｔ　ｐ

ｒｉｍａｒｙ　ｓｅｎｓｏｒｙ　ａｆｆｅｒｅｎｔｓ　ａｆｔｅｒ　ｍｏｘｉｂｕｓｔｉｏｎ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｓｋｉｎ.　Ａｍ　Ｊ　Ｃｌｉｎ　Ｍ

ｅｄ　１９９２；　２０：　１０３－１４.

１５）　Ｖｏｎ　ｄｅｒ　Ｗｅｉｄ　ＰＹ.　Ｌｙｍｐｈａｔｉｃ　ｖｅｓｓｅｌ　ｐｕｍｐｉｎｇ　ａｎｄ　ｉｎｆｌａｍｍａｔｉｏｎ　－

　ｔｈｅ　ｒｏｌｅ　ｏｆ　ｓｐｏｎｔａｎｅｏｕｓ　ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｐａｃｅ

ｍａｋｅｒ　ｐｏｔｅｎｔｉａｌｓ.　Ａｌｉｍｅｎｔ　Ｐｈａｒｍａｃｏｌ　Ｔｈｅｒ　２００１；　１５：　１１１５－２９.

１６）　Ｄａｖｉｓ　ＭＪ,　Ｌａｎｅ　ＭＭ,　Ｄａｖｉｓ　ＡＭ　ｅｔ　ａｌ.　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｌｙｍｐｈａｔｉｃ　ｍ

ｕｓｃｌｅ　ｃｏｎｔｒａｃｔｉｌｉｔｙ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｎｅｕｒｏｐｅｐｔｉｄｅ　ｓｕｂｓｔａｎｃｅ　Ｐ.　Ａｍ　Ｊ　Ｐｈｙｓｉｏｌ　Ｈ

ｅａｒｔ　Ｃｉｒｃ　Ｐｈｙｓｉｏｌ　２００８；　２９５：　Ｈ５８７－９７.

１７）　大谷修、加藤征治、内野滋雄編、リンパ管、西村書店、ｐ１７７－１７８.



― 12 ―



― 13 ―

１．はじめに

　外国語に関する学科を設置する専修学校は、入学する学生の基礎学習レベ

ルは様々である。大学受験に失敗して入ってくる学生もいれば、最初から学

習目的を明確に持って専門学校を第一希望として入学してくる学生もいる。

また、大学や短大の既卒者や、社会人経験者も増加してきている。このよう

な状況の中で如何にレベルや目的に合わせて教えるのかが我々教師にとって

は大きな課題である。例えば、中国語の「好了」は「よい」のほかに、「よく

なった」、「もういい」、「ＯＫ」等の意味があるが、従来までの指導法では、具

体的な意味は教えられているが、なぜそのような意味になったかまでは教え

られていなかった。そこで、今回は最新の中国語での対外教育方法を利用し

て、特に「～了」の用法に重点を置き、中国語の「好了」、「成了」構文を事

例として、その構文における特徴及び文法的な意味について、日本人にとっ

てもっとわかりやすい教授法（語法の説明を含む）の開発をテーマに、研究

を行いたい。さらに、中国からの留学生も多いが、彼らの日本語学習にも役

立てる成果が期待できると思われる。

２．中国語の「好了」、「成了」構文における特徴及び文法的な意味について

２．１．「好了」について

　「好了」は文中の分布によって、形容詞の「好」と完了や変化などを表す語

気助詞の「了」で述語になることもあれば、動詞の後に置き（Ｖ好了）、動作

　「中国語学習者及び中国人の日本語学習者の
文法学習の改善」に関する研究　

劉　　　暁　晴

京都外国語専門学校
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の結果を表すこともある。さらに、一つの語彙として、文頭や文末に現れる

こともある。例えば：

　例（１）は「好（形）＋了（助）」の形式で、病気がよくなった、治ったと

いう意味である。例（２）は「Ｖ好＋了」の形で、料理を作り終えて、出来

上がったという意味である。例（３）はもし暖房があれば望ましいといった

願望を表す。例（４）では、「好了」を文頭に置き、喜びや感動による感嘆及

び話題を変えたり、終わりにしたりする提示的な意味を表す語である。例（５）

は文末に置き、語気助詞の役割を果たしている。このように、「好了」は文中

の分布や、文法的な役割によって意味が異なる。次に、「好了」の分布的な特

徴とその文法的な意味について検討したい。

２．１．１　Ｓ＋好了

　Ｓは主語であり、「好」は形容詞、「了」は変化や実現を表す語気助詞であ

る。この場合の「好＋了」は文法形式である。主語の表す人や事物及びある

自然や社会的な現象などの性質状態がよい方向、又は人に満足させるような

状態になる。例えば：
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　例（６）は病気が良くなった、例（７）は都市の供給が以前より良くなっ

たといった様々な意味を表している。

２．１．２　Ｓ＋Ⅴ好＋了

　「好」は動詞の後に置き、「Ｖ好」という動補構造になり、動作の結果が完

了する状態、又は満足できる良い状態を表す。「了」は動作の結果が完了した

ことを表すアスペクト助詞である。例えば：

　例（８）はご飯の用意ができたという意味であり、「好」は動作が完了する

ことを表す。例（９）は飛びおりるという舞台での演技が成功した意味であ

り、「好」はその動作の結果がよくて、満足できているという意味を表してい

る。

２．１．３　ＶＰ＋就好了

　「ＶＰ」と「就好了」は条件―結果文に構成され、もしＶＰの示す動作行為で

すれば、人々の望ましい、良い選択だという結果になる。例えば：　

　一方 , 動きの内容は理想ではないが、それさえすればもう「ＯＫ」という、

それ以上の期待を求めずに、人々の心理的な最低希望に達すればそれでいい

といった譲歩的な意味を表すこともある。例えば：



― 16 ―

　以上のように、「ＶＰ就好了」という文型は話者がＶＰに対する一種の主観的

な評価とも言える。意味的には形容詞の「好」と助詞の「了」のそれぞれの

意味はもう薄れてきて、むしろ、両者が一体となって、人々の願望、或いは

それでもいいといった一定の意味を持ち、一つの語彙になる傾向が強いので

はないかと考えられる。

２．１．４　文頭の「好了」について

　文頭の「好了」については、中国の学者の間ではすでに語彙レベルの扱い

であることは共通の認識になっているが、品詞類においては、それが感嘆詞

か話題転換標識かは定説になっておらず、それに、辞書にもまだ収録されて

いないのが現状である。その意味的特徴は次のように考えられる。

１）　話を終わりに結び付ける、又は前文を終わらせ、後文の始まりに注意や

強調をする。

２）決断や決意を下す時に用いられ、自分の考えや推理より結論が出たこと

を強調する。

３）制止、慰め、うるさがり等の意味を表す：よく“�”、“不”などの副詞

と呼応して、聞き手に今までの動作行為を止めさせる意味が暗に含まれてい

る。例えば：
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４）同意や承諾を表す：話者が聞き手の要求に同意や承諾すると同時に、自

分の主張を放棄する意味も暗に含まれている。例えば：

５）事態の変化を強調する：喜びの情報や意外な状況の出現に人々の注意を

促し、感嘆の語気を表すと同時に、それまでの事態を終わらせる意味も暗に

含まれている。

　以上のように、文頭に用いられる「好了」の核心的な意味はやはり旧事態

を終わりにし（それとなく示す）、新しい事態の発生に強調や感嘆する語気を

表すのである。

２．１．５　文末に位置する「好了」について

　文末に置く「好了」は一つの語彙として一部の辞書に収録され、語気詞か

語気助詞と呼ばれ、話者は前文で述べられたことに対して肯定的な語気を表

す（《� 》 �１９９２）。その語気的意味について、今

までの研究では、陸倹明、馬真は「気にしない」或いは「なるべく安心する」

という意味を指摘していた。その後、研究が進み、主な説を次のようにまと

める。

１）聞き手がある動作や行為を実施することに賛成や励ましの語気を表す。

（張斌２００１、李淑栄２００６）

２）反対や不満の語気を表す（張斌２００１、彭伶楠２００５、李淑栄２００６）
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３）決断の語気を表す。（韓静２００８）

４）提案、願い、態度の表明、希望、慰め、責めなどの語気を表す。（李宗江

２００８）

５）適切な処理、随意、いい加減といった語気を表す。（李小�２００９）

　　以上のような意味で外国人の中国語学習者に教える時、やはりはっきり

説明できない部分があり、意味的な関連性も十分になっていないと考えられ

る。そこで、日本人に中国語を教える立場に立って、文末助詞の「好了」が、

どのような時に使われるのか、本質的な意味が何かを検討することにした。

　まず、「好了」は次のような言語環境に使われている。

１）決断：話者がある事態に対する主観的な決断をする。その時、聞き手や

自分に雑念を排除し、何の躊躇や遠慮もせず、この判断に完全に従えばよい

という。ここで、「主観的十分量」と称することにする。例えば：

２）提案：話者は自分の提案に聞き手に受け入れられる十分な理由があると

信じて、聞き手に何の躊躇や遠慮もせずに、この提案通りにやればよいとい

う意味を表している。

３）賛成と承諾：聞き手の動作行為や要求に賛成して応じる時に使われる。

聞き手に何も気にせずに思う通りにやってもらえばよいというメッセージで

ある。例えば：
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４）命令や願望：人に命令や、願い、頼みなどをする時に用いられる。話者

は「好了」を用いて聞き手にできるだけ無理や遠慮しないように配慮をし、

語気を和らげる役割を果たしている。それも「好了」の根本的に表す「気に

しない」、「雑念を排除する」、「できるだけ」という「主観的十分量」の意味

から来ていると思われる。例えば：

５）　不満：自分や他人が非本意的、したがらない、又は理屈が通らないこと

に対して、返って気にせずに、思う存分にやろうという理不尽なことが、ま

さに話者の不満を表しているに他ならないと考えられる。例えば：

　このように、文末に置く「好了」（ＶＰ好了）は「決断」、「提案」、「賛成・

承諾」、「命令・願望」、「不満」といった語用的な環境に用いられ、自分や聞

き手に何の遠慮もせず、思う存分、完全にＶＰ通りにやればよいという意味を

表しているが、その本質的な意味はやはり「主観的十分量」から来ていると

考えられる。また、聞き手に心配を打ち消し、無理や遠慮をしないように配

慮を払い、語気を和らげる役割も果たしている。

２．２．「成了」について

　　「成了」は「好了」と似たような分布が見られる。文中の分布によって、

動詞の「成」と完了や変化などを表す助詞の「了」で述語になることもあれ
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ば、動詞の後に置き（Ｖ成了）、動作の結果を表すこともある。さらに、一つ

の語彙として、文頭や文末に現れることもある。次に、「成了」の分布的な特

徴と意味について検討したい。

２．２．１　Ｓ＋成了

　Ｓは主語であり、「成」は動詞、「了」は完了や変化、実現を表すアスペクト

助詞又は語気助詞である。主に～になる、又は商売や事業、婚姻などが成功、

或いは完了したことを表す。例えば：

　例（３５）は「～ , 食事さえも問題になった」、例（３６）は「この商売は成功

するだろう」という意味であるが、例（３７）は「完成」を表している。

２．２．２　Ｓ＋Ｖ成＋了

　「成」は動詞の後に置き、「Ｖ成」という動補構造になり、動作の結果が成

功、又は完了する状態を表すほかに、～を～にするという意味も表している。

「了」は動作の結果が完了したことを表すアスペクト助詞である。例えば：

　例（３８）は動作の結果、いわばシュートが成功したという意味であり、例（３９）

は～の建設を完成した、例（４０）は“�事”を“�示”に書いてしまったこ

とを表している。
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２．２．３　ＶＰ＋就成了

　「ＶＰ」と「成了」は条件―結果文に構成され、もしＶＰの示す条件や目標に

達すれば、それでいいという意味を表している。例えば：

　例（４１）は～、荷物を持っていけばいいんだ、例（４２）は先生さえいいと

思ったらそれでいいという意味を表している。

２．２．４　文頭に置く「成了」

　「成了」は文頭に置かれ、成功や完了による喜びや感動などの語気を表す感

嘆語である。次のような意味に使われている。

１）成功による感嘆：成功した時の喜びの気持ちをよく重ねて表現する。例

えば：

２）物事をきちんと運ぶことができて、もう問題ない：物事をうまく完成し

たことによる喜びの気持ちを表す。例えば：

３）終結、制止：ある事態をここまでにするといった「もういい」、「止める」

の意味を表す。例えば：

　以上に分析したように、「成了」の文中における分布の違いによって、その

意味的な変化も客観的な意味から抽象的な意味に変わっていくことが見られ

た。即ち、最初は商売や事業、婚姻といた具体的なことが成功、或いは完了
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したことを表すが、その次は「成功／完了」という意味から「問題ない」、

「それでいい」といった主観的な評価に変わり、さらに、喜びや制止のよう

な純粋な気持ちや語気を表すようになった。ただし、「成了」の文末に置き、

語気助詞としての用法は現時点ではまだ見当たらない。恐らく「好了」より

そこまで文法化しきれていないのではないかと考えられる。これからも年月

の経過や、使用頻度の高まりにつれ、「好了」のように、文末の語気助詞に文

法化していく可能性は否定できないのではないかと思われる。

３．中国語の「好了」、「成了」の文法化について

　「好」の従来の意味は女子の容貌が美しい、人や物事の性質が優良であり、人

間関係が友好であるほかに、完成や完了などの意を表す。一方、「成」は完

成、～に変わる／なる、成功、成熟、和解などの意味を表すのである（《古�

�字�典》により）。どちらも喜ばしいことと、完成や完了の意を持ってい

る。したがって、それらが「了」と結び付く時、同様な意味を表すこともあ

れば、違った意味を表すこともある。しかも、語彙化や文法化の点において

も似たような変化が見られた。

３．１．「行域」から「知的域」に変わる

　「好／成＋了」は最初の結びつきは「形容詞／動詞＋助詞」という文法形式

であり、具体的な物事が「よくなる／よくなった」、「成功した／～になった」

という意味であった。例えば：

　時代の変化とともに、元、明の時代に入ってから、「ＶＰ就好／成了」とい

う条件―結果文型が使われるようになり、もしＶＰすれば望ましい、又はそれ
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でいいといった主観的な評価の意味を表すことになる。認知論からすると、

「好／成＋了」の意味は飛躍的な一歩を進み、「行域」から「知的域」に変わ

り始めた（沈家�１９９８）。例えば：

　例（４９）の「便好了」と例（５０）の「就成了」はどちらもＶＰすればそれで

よい、物事は解決だという同様な意味を表す。例（５１）はＶＰすれば望ましい

という「ＶＰ就好了」のもう一つの意味を表している。

３．２．「好了」と「成了」の文法化における競争

　「好／成＋了」の使用が増えるうちに、「好／成」と「了」の結びもより緊

密になり、語彙化する傾向が見られた。ついに、人々が成功やよくなったな

どのことによる感嘆の気持ちを表したい時に、その意味が刺激され、感嘆の

語彙として文頭に置かれるようになった。ここまでは「好了」と「成了」の

文法形式およびその意味的変化は似たような道を歩んできたが、北京大学

コーパス（ＣＣＬ）によると、清の時代においては、文頭における「好／成了」

にしても、「ＶＰ就好／成了」にしても、「好了」の使用頻度は「成了」より大

幅に上回った状態にある。上に述べたように、「好了」と「成了」には「それ

でいい」という理想ではないが、話者の心にある最低限の要求に達すればそ

れでいいという共通の意味を持っているほか、完了や制止などの意味にも共

通点が見られたので、「成了」の一部の意味が「好了」に取り換えられたので

はないかと思われる。要するに、両者は文法化という道を競争しながら歩む

中、「好了」がようやく勝利を勝ち抜いて、引き続き変化していき、「ＶＰ就好
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了」から「就」の脱落によって、文法機能を持つ文末語気助詞に変わっていっ

たのである（李宗江（２００８））。

４．おわりに：「好／成＋了」構文の日本人にとってよりわかりやすい教授法

　以上、「好了」について詳しく検討してきた。ここから、日本語には「動／

形」と語気やアスペクト的な意味を表す成分が一つの語彙になることがない

ので、日本人の中国語学習者に「好／成＋了」といった「～了」について教

える時、段階的に分けて教えたほうが効果的だと言える。「好／成＋了」の場

合、次の３段階に分けられる。

　まず、初期段階では、日本人の中国語学習者に受け入れやすい形式を教え

る。「了」が語気やアスペクト助詞の役割を働く形式は日本語に似ている部分

が多く、学生が吸収しやすいので、そのような形式を最初に教えるべきだと

考えられる。次の段階では、語彙化する傾向が見られる「ＶＰ就好／成＋了」

の形式を教える。本動詞や形容詞の意味から主観的に変化してきた意味への

経緯や、意味的に内部の関連性にについて説明し、理解を深める。最後の段

階では、すでに語彙化になった「好／成＋了」について教える。この場合、

上記に述べたように、どのような時に用いられるか、本質的な意味は何かを

説明し、学生に中国語の語彙への変化の特徴や背景などを認知論的な観点か

ら説明し、中国語の全般を少しでも広げて理解してもらえるのではないかと

思うのである。

　今回の研究は上記の目的のためのものであるが、これからも教育の質をよ

り高めるために、中国語だけに留まらず、日本語との対照研究も実施してい

きたいと思うのである。
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